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本研究は，学習行動の中でも学業的援助要請に着目し，オンライン授業を受講中の学生に























上記のような問題意識と関連の深い概念に，学業的援助要請 (academic help-seeking) があ
る。学業的援助要請とは，学習過程において他者に助言を求めたり，質問したりすることで，
自分の力だけでは解けない課題の解決援助を求める行為 (野崎, 2003) と定義される。学業
的援助要請は，生徒の主体的な学習を理解するための中心的な理論的枠組みである自己調




整学習において，主要な学習方略の 1つとして重視されている (e.g., 瀬尾, 2012; Zimmerman 
& Martinez-Pons, 1990)。また，実証的研究においても，学業的援助要請を積極的に行う生徒




助要請を質の違いで分類して捉える研究が多くなされている (Butler, 1998; 林・中谷, 2020; 

















能力がさらされるという「能力感への脅威」 (Bulter, 1998; 野﨑, 2003; Ryan & Pintrich, 1997) 
等のコストがかかる，と指摘されている。特に，学習に対して苦手意識をもつ者 (i.e., 学業
コンピテンスの低い者) は，独力で解決できないことに対して他者からの脅威を感じやすい


















愛知県内の大学 1 校と，福井県内の大学 1 校に所属し，オンライン授業を受講している




問紙に回答した者は，44 名（男子 26 名，女子 18 名）であった。また，援助要請の対象と













































オンライン授業における自律的援助要請については，α係数が著しく低かった (α = .45) た





授業よりもオンライン授業の方が得点は有意に高く (ts = 2.11, 3.12, ps < .05)，依存的援助要
請スタイルは対面授業の方がオンライン授業よりも得点が高かった (ts = 2.14, 2.48, ps < .05)。
また，友人への自律的援助要請において，オンライン授業の方が対面授業よりも得点が有意

























対象 下位尺度名 オンライン授業 対面授業 t値
シャイネス 3.38 (0.88) 3.40 (1.00) 0.33
遠慮 3.13 (0.98) 2.88 (1.07) 2.11 *
能力感への脅威 2.25 (1.02) 2.12 (1.00) 1.79
依存的援助要請 1.88 (0.75) 2.16 (1.03) 2.14 *
援助要請の回避 3.09 (0.95) 3.15 (0.87) 0.74
シャイネス 2.54 (1.09) 2.39 (1.05) 0.14
遠慮 3.08 (1.06) 2.78 (1.13) 3.12 **
能力感への脅威 2.06 (0.88) 2.00 (0.96) 0.87
自律的援助要請 3.94 (0.65) 3.76 (0.73) 2.63 *
依存的援助要請 2.54 (0.81) 2.80 (0.95) 2.48 *



































Butler, R. 1998 Determinants of Help Seeking: Relations Between Perceived Reasons for Classroom 
Help-Avoidance and Help-Seeking behavior in an Experimental Context. Journal of Educational 
Psychology, 90, 630-643. 
林 亜希恵・中谷 素之 (2020). 高校生における領域別援助要請スタイルと学校適応との関連 
発達心理学研究, 31, 1-12. 
永井 暁行 (2021). コロナ禍の非対面授業における学生の主体的な学修態度──非対面授業
と の 適 合 と の 関 連 ─ ─  心 理 学 研 究  Advance online publication. 
 https://doi.org/10.4992/jjpsy.92.20322 
Newman, R. S., & Goldin, L. 1990 Children’s reluctance to seek help with schoolwork. Journal of 
Educational Psychology, 82, 92-100. 
南山大学教職センター紀要第8号
29
野﨑 秀正 (2003). 生徒の達成目標志向性とコンピテンスの認知が学業的援助要請に及ぼす
影響 教育心理学研究, 51, 141-153. 
Ryan, A.M. & Pintrich, P. R. (1997). “Should I ask for help?” The role of motivation and attitudes in 
adolescents’ help seeking in math class. Journal of Educational Psychology, 89, 329-341. 
Ryan, A.M. & Pintrich, P. R. (1998). Achievement and social motivation influences on help seeking 
in the classroom. In S.A.Karabenick (Ed.), Strategic help seeking: Implications for learning and 
teaching (pp. 117-139). Mahwah, New Jersey: Lawrence Erlbaum Associates. 
Ryan, A.M., & Shin, H. (2011). Help-seeking tendencies during early adolescence: An examination of 
motivational correlates and consequences for achievement. Learning and Instruction, 21, 247-
256. 
瀬尾 美紀子 (2005). 数学の問題解決における質問生成と質問援助の促進――つまずき明確
化方略の教授効果―― 教育心理学研究, 53, 441-455. 
瀬尾 美紀子 (2007). 自律的・依存的援助要請における学習観とつまずき明確化方略の役割 
――多母集団同時分析による中学・高校生の発達差の検討―― 教育心理学研究, 55, 
170-183. 
瀬尾 美紀子(2008). 学習上の援助要請における教師の役割――指導スタイルとサポート的
態度に着目した検討―― 教育心理学研究, 56, 243-255. 
瀬尾 美紀子 (2012). 学業的援助要請 自己調整学習研究会（編） 自己調整学習――理論と
実践の新たな展開へ―― (pp. 93-114) 北大路書房 
Zimmerman, B.J. & Martinez-Pons, M. (1990). Student differences in self-regulated learning: Relating 
grade, sex, and giftedness to self-efficacy and strategy use. Journal of Education Psychology, 82, 
51-59. 
南山大学教職センター紀要第8号
30
